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和田卓人



監修、監訳、翻訳した本たち



テスト書いてますか！！

スタンド名: ワイルド・サバンナ



•大学在学中から設計とプログラミングのアルバイト
を始める 

•卒業後プログラマとしてのキャリアを開始 
•電子政府のサブプロジェクト(数千人規模)でリード
プログラマ 

•XP のコーチとして 4 人のアジャイルチームに参加 
•講演、執筆、 OSS 活動を始める 
•現在は技術顧問業を行っている

キャリア的なもの



よろしくお願いします







学び続ける姿勢



“常にあなたの 
知識ポートフォリオ
に投資すること”



技術を学ぶので
はなく、技術の
学び方を学ぶ



Agenda

学び方を学ぶ 

現役プログラマでいるために 

おわりに

👉



四半期毎に技術書を読む 

手を動かして学ぶ 

毎年少なくとも1つの言語を学習する 

身の回りをプログラミング対象にする 

アウトプットを行う

👉



1. “四半期毎に 
技術書を読む”





感覚記憶 
0.5 〜 2sec

短期記憶 
15 〜 30 sec

長期記憶 
死ぬまで?

学びの仕組み



脳内インデックスを作る

ピッカーを育てる = 反復練習 
何度も長期記憶から出し入れする

荷物を他の荷物とくっつける 
連想記憶を育てる



1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

たとえば、時系列に並べる



四半期毎に技術書を読む 

手を動かして学ぶ 

毎年少なくとも1つの言語を学習する 

身の回りをプログラミング対象にする 

アウトプットを行う

👉



2. “手を動かし
て学ぶ”



できる

好きになる

やる
矢印: 正の接続 =  
  根元が増えれば先も増える。 
  根元が減れば先も減る



デールの円錐



写経



http://twitter.com/t_wada/statuses/9000231741



四半期毎に技術書を読む 

手を動かして学ぶ 

毎年少なくとも1つの言語を学習する 

身の回りをプログラミング対象にする 

アウトプットを行う

👉



3. “毎年少なくとも 
一つの言語を 
学習する”



第二の言語には、是非とも、最初の言語とはパラダイム
の違う言語を選ぶべきです。それはなぜかというと、パ
ラダイムの違う言語を学ぶと、アルゴリズム、イディオ
ム、パターンの実装について嫌でも考えるようになるか
らです。 

同様のアルゴリズムを実装するにしても、色々なやりか
たがあり得ることに気づきます。この体験が、プログラ
マの技術を大きく向上させます。

プログラミング言語は複数習得すべき



Andy HuntとDave Thomasは、多くの人に影響を与
えた著書『達人プログラマー』の中で、「毎年、新たな
プログラミング言語を1つは学ぶこと」と勧めていま
す。私はそのアドバイスに従い、過去何年かの間に実際
に数多くの言語を学んできました。 

そして、その中で「言語を学ぶというのは、ただ文法、
構文を学ぶことではなく、その背景にある文化も学ぶ
こと」という重要な教訓を得ました。

言語だけでなく文化も学ぶ



http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks

http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks
http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks


http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks

http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks
http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks


http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks

http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks
http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks


http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks

http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks
http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks


http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks

http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks
http://www.thoughtworks.com/radar/languages-and-frameworks


“英語ができるようになるというのは、
「 大きな図書館の鍵」を渡されるような
ものです。一人ひとりの人生にいろんな

可能性を与えてくれます” 
̶̶ 高松 珠子

http://blogos.com/article/85541/

技術者と英語

http://blogos.com/article/85541/
http://blogos.com/article/85541/


四半期毎に技術書を読む 

手を動かして学ぶ 

毎年少なくとも1つの言語を学習する 

身の回りをプログラミング対象にする 

アウトプットを行う

👉



4. 身の回りを 
プログラミング 
対象にする



プログラマ向けの本の監修者は
どうあるべきか



プログラマらしく

怠惰、傲慢、短気 
プレーンテキストを好む 
すべてをバージョン管理する 
すべてを自動化する 
変化を抱擁する



プログラマらしく

原稿は markdown 形式 
原文はスクレイピングして取得 
git を使いバージョン管理 
heroku に push してサイトに反映 
監修差分は docdiff で表示







最近つくったもの

子育てや教育関係の 
LINE Bot 
Amazon Alexa Skill 
など



四半期毎に技術書を読む 

手を動かして学ぶ 

毎年少なくとも1つの言語を学習する 

身の回りをプログラミング対象にする 

アウトプットを行う👉



5. アウトプッ
トを行う



デールの円錐



https://twitter.com/ProfFeynman/status/981943455508148225

https://twitter.com/ProfFeynman/status/981943455508148225
https://twitter.com/ProfFeynman/status/981943455508148225


インプット

アウトプット

正のフィードバックループ

矢印: 正の接続 =  
  根元が増えれば先も増える。 
  根元が減れば先も減る



量は質に転化する

http://d.hatena.ne.jp/KZR/20080808/p1

http://d.hatena.ne.jp/KZR/20080808/p1
http://d.hatena.ne.jp/KZR/20080808/p1


blog を書く



“情報発信、blog, 発
表, 公開などは、数学の
(未解決問題の)証明で
はなく、料理のような
もの”



執筆する (まずは雑誌から)



        gihyo.jpの連載
『［動画で解説］和田卓人の“テスト駆動開発”講座』 
http://gihyo.jp/dev/serial/01/tdd/ 
全20回すべて動画付き解説 

ニコニコ動画でも見れます 
WEB+DB過去記事の特設サイトと動画も 

http://gihyo.jp/dev/serial/01/tdd/
http://gihyo.jp/dev/serial/01/tdd/


コードを公開する



assert(typeof item.id === 'strong') 
       |      |    |  | 
       |      |    |  false 
       |      |    "foo" 
       |      Item{id:"foo",name:"bar"} 
       "string" 

--- [string] 'strong' 
+++ [string] typeof item.id 
@@ -1,6 +1,6 @@ 
 str 
-o 
+i 
 ng

power-assert

https://github.com/power-assert-js/power-assert

https://github.com/power-assert-js/power-assert
https://github.com/power-assert-js/power-assert


講演する



ライブコーディングが最もハイリスクハイリターン



•Twitter 
•blog, Qiita 等 
•雑誌記事(Web, 紙媒体, 電子媒体) 
•書籍(共著, 翻訳, 監訳, 単著) 
•講演 (社内勉強会, 社外LT, 社外講演) 
•ライブコーディング 
•GitHub

アウトプットのチャネル



interval



Agenda

学び方を学ぶ 

現役プログラマでいるために 

おわりに

👉



毎日コードを書く 

年下から学ぶ 

過去から未来を見る 

人のつくる渦を見る 

大事なことに集中する

👉



1. 毎日コードを
書く



• jQuery 作者 John Resig は週末に自分のプロ
ダクト開発を頑張ろうとしたが、失敗。 

• 平日と同じ馬力では書けない 

• 全ての週末が空いているわけではない 

• 一週間 (あるいは二週間) は長い。コード
を忘れてしまう 

• そこで John Resig が行ったことは……

あの John Resig でもうまくいかないこと



http://ejohn.org/blog/write-code-every-day/

http://ejohn.org/blog/write-code-every-day/
http://ejohn.org/blog/write-code-every-day/


1.毎日コードを書くこと。ブログ、ドキュメン
ト、その他はコードを書いたらやってよい。 

2.意味のあるコードを書くこと。インデント
やフォーマットの修正、可能ならばリファク
タリングもコード書きにはカウントしない。 

3.深夜 24 時前に終わらせること。 

4.書いたコードを github で全て OSS にする
こと。

四つのルール

http://ejohn.org/blog/write-code-every-day/

http://ejohn.org/blog/write-code-every-day/
http://ejohn.org/blog/write-code-every-day/


(当時の) @jeresig の github profile

https://github.com/jeresig

https://github.com/jeresig
https://github.com/jeresig


• 必要最小限のコードへの集中: 一日30分～1時間程度で意
味のあるコードを書くことが強いられる (休日にはもっと
かけられる) 

• プログラミングの習慣化: github に草を生やすのが目的で
はない。自分で自分自身のために生活習慣を変えるのが大
事 

• 不安との戦い: 以前は「十分に」進んでいるか、「十分
に」完成しているか、不安があった。毎日コードを書いて
みて、進んでいるという実感は、実際の進捗と同じくらい
重要だという気づきを得た

John Resig に起こった変化 (1)



• 週末の過ごしかた: 以前は開発の全てを週末に賭けて失
敗していたが、いまや週末はそれほど重要でなくな
り、リアルライフを充実できるようになった 

• バックグラウンド処理: 散歩中、シャワー中、常にコー
ドのことをバックグラウンドで考えるようになり、良
いアイデアが浮かぶようになった 

• コンテクストスイッチ: 以前は週に一回の開発だったの
でコンテクストスイッチのコストがあったが、いまは
毎日なのでそれがない

John Resig に起こった変化 (2)



• ワークライフバランス: 仕事/生活/自分のプロジェクト
のバランスの取り方が分かったのが最大の収穫だった。
毎日やるということは、バランスを取るということ 

• まわりからの理解: 「毎日コードを書く」という習慣を
公言したことで、パートナーからの理解も得られるよう
になった 

• どれだけコードを書いたか: この習慣を続けると書く
コードやアウトプットは自分でも覚えられないくらいの
量になり、充実感を得られる

John Resig に起こった変化 (3)



「いま、小さなことを多く積み上
げることが、とんでもないところ
へ行くただひとつの道なんだなと
いうふうに感じています」

イチローが2004年にNBA年間最多安打を更新したときの言葉



私も結構続けました



事例



現在の @jeresig の github profile

https://github.com/jeresig

https://github.com/jeresig
https://github.com/jeresig


始発駅近くに住み、座れる可能性をコントロールする



毎日コードを書く 

年下から学ぶ 

過去から未来を見る 

人のつくる渦を見る 

大事なことに集中する

👉



2. 年下から 
学ぶ



“一生プログラマーでい
れるかどうかは、言い
換えれば年下から学べ
るか否か。”



できる

好きになる

過剰適合とタコツボ化

矢印: 正の接続 =  
  根元が増えれば先も増える。 
  根元が減れば先も減る



•定期的に自分のスキルを棚卸しする 
•積極的に外部に出て、自分のスキルを
相対化する 

•使う道具を定期的に変える 
•未知のコミュニティに参加する 
•若者から学ぶ 
•若者と同じ土俵で競う

ベンチマークとアンラーニング



ペアプログラミング

ベテランにはアンラーニングのチャンス



毎日コードを書く 

年下から学ぶ 

過去から未来を見る 

人のつくる渦を見る 

大事なことに集中する

👉



3. 過去から 
未来を知る



技術は「振り子」



技術は「らせん」



https://speakerdeck.com/twada/understanding-the-spiral-of-technologies

https://speakerdeck.com/twada/understanding-the-spiral-of-technologies
https://speakerdeck.com/twada/understanding-the-spiral-of-technologies


http://www.publickey1.jp/blog/18/2018.html

http://www.publickey1.jp/blog/18/2018.html
http://www.publickey1.jp/blog/18/2018.html


https://fukabori.fm/

https://fukabori.fm/
https://fukabori.fm/


「T字型」ではなく複数の柱を



毎日コードを書く 

年下から学ぶ 

過去から未来を見る 

人のつくる渦を見る 

大事なことに集中する
👉



4. 人のつくる 
渦を見る



組織の時代から個人の時代へ



個が多く集まると何かが起こる



ロードマップ指向からエコシステム指向へ



http://d.hatena.ne.jp/essa/20140330/p1

http://d.hatena.ne.jp/essa/20140330/p1
http://d.hatena.ne.jp/essa/20140330/p1


“しかし、今の業界は、「エコシステム」の時代だ。
熱帯雨林のように、食いあいつつ共生しあうさまざな
タイプのプレイヤーが、自分の為だけの個別の意思決
定をして、その相互作用で技術が発展していく。「エ
コシステム」は矛盾だらけで、ある技術が発展するの
と同時に、そのアンチテーゼとなる技術も伸びる”

“「ロードマップ」が指し示す未来の方向と違う方向
に進むことは致命的な間違いだが、「エコシステム」
はむしろ中心部がレッドオーシャンで、周辺部に生き
残りが容易なブルーオーシャンがある”

http://d.hatena.ne.jp/essa/20140330/p1

http://d.hatena.ne.jp/essa/20140330/p1
http://d.hatena.ne.jp/essa/20140330/p1


“普通の人は「ロードマップ」
の中では真ん中を進むべきで、
「エコシステム」の中では真ん
中を避けるべきだ”

http://d.hatena.ne.jp/essa/20140330/p1

http://d.hatena.ne.jp/essa/20140330/p1
http://d.hatena.ne.jp/essa/20140330/p1


http://chasen.org/~daiti-m/text/worse-is-better-ja.html

The Rise of “Worse is Better”

http://chasen.org/~daiti-m/text/worse-is-better-ja.html
http://chasen.org/~daiti-m/text/worse-is-better-ja.html


https://twitter.com/t_wada/status/982155252643250177

https://twitter.com/t_wada/status/982155252643250177
https://twitter.com/t_wada/status/982155252643250177


https://speakerdeck.com/twada/worse-is-better-understanding-the-spiral-of-technologies-2019-edition

https://speakerdeck.com/twada/worse-is-better-understanding-the-spiral-of-technologies-2019-edition
https://speakerdeck.com/twada/worse-is-better-understanding-the-spiral-of-technologies-2019-edition


毎日コードを書く 

年下から学ぶ 

過去から未来を見る 

人のつくる渦を見る 

大事なことに集中する👉



5. 大事なことに
集中する



https://www.amazon.co.jp/dp/4761270438

https://www.amazon.co.jp/dp/4761270438
https://www.amazon.co.jp/dp/4761270438




Agenda

学び方を学ぶ 

現役プログラマでいるために 

おわりに👉



学び続ける姿勢



技術を学ぶので
はなく、技術の
学び方を学ぶ



誇りあるプロになってください

ご清聴ありがとうございました


